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需要家分類とガス販売量予測

1.はじめに

現在，当社においてさまざまな形でガス器具の調査が

行なわれている その 1 つに総合器具調査とよばれるも

のが毎年実施されている.この調査は全需要家のなかか

ら，約 7 万件をサンプリングし，個々の需要家の器具の

所有台数や，過去 1 年間での購入台数，処分台数などを

質問している.

本稿においてはこれらの情報をもとに，器具の所有パ

ターンの分析，需要家の購買行動の分析，あるいは器具

とガス使用量を結ひ、つけた解析の結果を報告する.

われわれは，ガスはいくつかの器具の組み合せで、使用

されているという考えに着目し 「所有器具I と「使用

量」という 2 つを結びつけるために，器具の所有パター

ンというものを考えた.つまり需要家の器具の所有パタ

ーンには代表的なものがし、くつかあり，個々の需要家は

何年間かの聞にそのパターンを推移し，それにともなっ

てガス使用量も推移していくであろうとしづ仮定を立て

てモデルをつくっている. このモデノレにおいてはかなり

大胆な仮定をいくつかおいているが，計画段階の資料と

するには十分に有効な数値がえられていると思われる.

2. クラスター分析による需要家の分類

需要家の分類をするときに特性値として，普及率，代

替性などを考慮してつぎのようなものを選んだ.

小型湯沸器，大型湯沸器，ガス炊飯器，

ガステーブル，一口コンロ， レンジ，ストーブ，

FFストーブ，風呂，オーブン

以上 10の特性値に関してクラスター分析を行なう.各特

性値に対しその器具をもっているか，いなし、かの (0， 1) 

型の変数で各個体(需要家)を記述し， f同体聞の距離をは

かる尺度をつぎのようにきめる.いま 2 つの個体をベク

トル表現で X， Y とすると

X=(Xh X2,"', X10 ) , Y=(YhY2， …， ν10 
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X�i=O or 1 

と書くことができる. このとき Xi ヲ/C Yi である特性値の

{同数を h とすると 2 つの個体の距離を

d(x, y) =k/IO 

で定義する.この距離の考え方は「もち方の異なってい

る器具が多いほど 2 つの個体は離れている j としみ定義

である.この距離に対していくつかの手法を適用してみ

た結果，最長距離法による分類がもっともうまく分類で

き，各クラスターの特徴もわれわれが考えている代表的

パターンに近いものがえられた.

今回は特性値として 10種類の器具を選んでいるが，実

際の器具の種類はもっと多く，これらのすべてについて

の解析をするためには数量化E類などの方法によって，

軸の縮約をしてからクラスター分析をするほうが問題の

見とおしはよくなるであろう.しかしこのような手法を

適用すると，軸の解釈がうまくし、かない場合などは，え

られるグラスターに対する名前づけがむずかしくなり，

かならずしもよい指標がえられるとはかぎらない.これ

らの点を考えると，どのような手法を適用してデータの

解析をすればよいのかとし寸判断を事前に行なうこと

は，かなりむずかしいものとなろう.これらの解析の結

果から器具の所有パターンの代表的なものとして以下の

9 つのパターンをあげてみた.

①小型湯沸器，炊飯器，ガステーフツレ，スト F ブ，風

呂

②小型湯沸器，一口コンロ，風呂

③一口コンロ

④大型湯沸器，一口コンロ，ガステーフノレ，ストーフ

⑤大型湯沸器，炊飯器， レンジ

⑥小型湯沸器，ガステーフツレ，ストーブ

⑦大型湯沸器， レンジ，風日

⑧小型湯沸器，一口コンロ，炊飯器，ストープ，風M

⑨器具なし
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表 1 パターン別分布と平均使用量

一一豆」一一色 1- @金一I @上竺ーし金竺ーしタ一
塁塑窒至上主383 1 0.184 仏 227 I 0.031 0.022 I 0.032i 日竺己主三 0.0竺
新設需要家 0.213 I 0.153 0三竺~・竺5 O.竺~_I竺竺L恒三江空吐2竺
平均使用量 1 1023 1 767 1 433 1 1術 1 1557 1 術 1 1990 I 1003 I 488 

用需要家1570サンフツレを挑出したものである.

第 2 段階の解析として，任意の需要家t主総述した距離

の意味で，これら 9 つのパターンのなかでいちばん近い

ものに腐していると仮定して，各パターンの分布とその

平均使用量を求めると表 l のようになる.

表 1 からみてまず注目すべきことは①，②，③の 3 つ

のパタ{ンが全体の80%をおめておち p この 3 つが当社

1需要望誌の代表的なパターンといえよう.各パターンの特

徴を総合的に判断すれば，多様化の傾向をもっパターン

と単純化の傾向をもっパタ{ンの 2 とおりがあると考え

られる‘これらのパターンの需要家のそれぞれにどれく

らいの購買力があるのかということをしるために，つぎ

にパターン関の推移を考えてみる.

3. パターン聞の推移モデルと使用量予測

いま，金需要家に対して，どのパターンに属している

かという状態ベクトル宏伸とその状態間の捻移行列Pが

わかっているとすると

n: (t+ 1) =π (t) * P ( 1 ) 

の王たから t+ 1 時点での状態ベクトルがえられると仮定

する. さらに各パターンで、の王子均使用量ベクトルをw と

ずると，需要家 i 件あたりの期待王子均使用蚤 G(t)l主

G(t)=π (t) 来初 ( 2 ) 

で求まり，期待平均使用議増ムG(t)は

ム G(t) =G(t+ 1) -G(t) ( 3) 

で求まるものとする.ここで需要家件数をc(めとすると

Jtj]待全使汚量増ムTG(tH主

ムTG(t) =C(t) * 6G(t) (4) 

で、求まる.以上が推論の基本的考えである.ここで暗黙

のうちに器具の所有パターンが推移すれば，ガスの使用

量も推移していくであろうという仮定がもちこまれてい

る.

つぎに推移行列Pを求める.情報として所有器兵数，

鱗入器具数，処分総主主数がわかっており，これをもとに

l 年前の所有器具を(所有器具一購入器具+処分器具)と

して求めることができ年前のパターンを決定するこ

とができる.このようにして 2 時点に関してのクロス表

をつくっ，パターン i からパターン j への推移の件数を

fij とすると推移喜在来として Pij=fijJ/t. な用いてPを決

定する.

このモデルはマルロフモデルで‘あり，ここでマルコフ

伎と定常性について幸子干の考察をしてみる.岩器具の所有

パターンが直接的な望号関として推移確*~:こ影響するもの

とはあまり考えられないa ここで、は間接的な意味で、のマ

ノレコフ性の成立を仮定して問題を記述している.さらに

定常性についてもそれを仮定しうるほどの論拠はもって

いない‘われわれはこれらの仮定が現実のなかで成立し

ているか否かという点への検証について，現在のところ

それほどこだわる必繋がないのではないかと考えてい

る.問題の見とおしなょくするために，手lê常に多〈の状

線たまとめていくつかの状態に集約しであつかってい

る，この意味からも厳密な意味で、のマルつフ性が成りた

表 2 推移行列 P

i孟亙)!②|③|④|一③|⑥[∞|⑧|⑨
① 1 0.9956 1 1 一一」生竺竺色町4510.01哩也竺2091
( 1 0.077叫 0.906311 1 0.003861 1 0.005791 0.000281 0.006151 

@一一戸.0076 1 0.00ヲ4410.957511 0.005161 0 .ゐ661 0.000域 0.000221 0.018811 

④ i 0.061321 0.00部 i O. 沼町71 0. 0∞6~~竺空也.0∞611 0.001821 

主斗0.070041 0.007 1 0.018681 0.8問83 土竺担也竺竺!
笠 0.070371 1 0.0033 1 0.0077 土竺竺し l l 
( 1 o. 057141 0.046031 0.0095210.0190510.031751 1 0.830161 0.006351 

笠ーより49ヲ5 主竺斗土?竺 0.94585 

⑤ 10.1574ヲ1 0.112叫 0.042810.0111 1 0 . 01叫 0.020同 0.002921 O. ∞5411 0.633必
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表 3 各時点での状態分布

②|⑨|④[⑨|⑨ l ⑦|⑧|⑨ 

時点ー 1 I 0.417 I O. 178 I 0.22 I 0.033 I 0.022 I 0.032 I 0.008 I 0.042 I 0.047 
2 I 0.446 I 0.169 I 0.213 I 0.035 I 0.021 I 0.032 I 0.007 I 0.046 I 0.029 

3 I 0.472 I 0.159 I 0.206 I 0.036 I 0.02 I 0.031 I 0.006 I 0.05 I 0.019 

4 I 0.496 I 0.149 I 0.198 I 0.037 I 0.019 I 0.03 I 0.006 I 0会 O号 3 I 0.012 

たないところでマルコフモデルをあつかっていることに

なる.定常性についても経済的な要閃などはかなり時間

に依存しているものと考えられよう.

したがって需要家の購買行動に影響すると思われる要

問に対してすべて仮定の成立を検証する必要が生じてく

る.解析をする以前にこれらの労力をはらうことにそれ

ほどの意味があるとは思えない.ある程度の仮定の崩れ

は無視して，解析した結果からモデルの適合性をはかる

別の方法をみつけるほうがより実りのある結論がえられ

るであろう.厳密さを重視するとモデルが複雑になりす

ぎるきらいがある.われわれは単純なモデルで、問題の本

質をはずすことなく記述できればよいのであり，仮定の

崩れの許容範囲のようなものがあれば十分であろう.社

会における現象のモデル化においては，数学的厳密さよ

りはむしろ現実との適合性の評価基準が重要であろう.

以上のような考え方に立ってマルコフ性の成立と短期的

な定常性を仮定して解析をすすめていく.

いま求めたP と表 1 のパターンの分布を初期状態と L

てつぎのようにしてガス販売量の増加の予測式を求め

た.

C, (t) : t 時点での既設需要家件数

C2(t) " 新設 " 

π (t) : t 時点での既設需要家状態ベクトノレ

π。:新設需要家状態ベクトノレ

G, (t) : t 時点での既設需要家期待平均使用量

ι 新設需要家期待平均使用量

w パターン別平均使用量ベクトル (m3/件)

パターンの変化にともなう増分で，第 2 項は新設需要家

の増加による増分である . C, (t) =500万件， C2(t) =20万

件とするとムTG(t) 土 24000万m3 となり，実積値にてら

して考えてみるとかなりよい値と考えられる.

ここで ( 5 )式を考えてみよう.われわれはただ単にガ

ス器具の販売台数を増やすことを目的とするのではな

く，ヵース販売量の増加に結びっく器具販売政策を模索し

ている. (日)式の C2 (t) は新設需要家の獲得に対する営

業政策に対して変化するものであり，これらは多大な導

管投資を必要とし，供給計画とからみ合いただ単純に多

くの需要家を獲得すればよいというものではない性質の

ものである.もう l つわれわれの営業努力によって制御

可能な変数は(π (t+ 1) ーπ (t)) である.どのような器具を

どのような層に売れば，もっともよくガス販売量の増加

につながるか.あるいはどのような層の購買力が大きい

のかという点に興味がある.この点についてなんらかの

判断をするために推移行列Pについて考察してみよう.

4. 器具販売政策に関する考察

パターンの推移の傾向をつかむために将来 5 年間の状

態分布の表をながめてみる.全体的にながめてみると，

パターン①の需要家の増加傾向がだんぜん多く， ラ年後

には約50%を占めることになる.つぎにパターン⑧で，

そのつぎがパターン④ということになっており，その他

は減少している.①，⑧は多様化傾向をもっ中所得層の

需要家の代表パターンと考えられ，④は大型化傾向をも

っ高所得層の代表パターンであると考えられる.要する

TG(t) : t 時点、での全ガス使用量(m3 ) に，全体の傾向として中所得層は①のパターンへ，高所

とすると t 時点から (t+ 1) 時点の間でのヵース使用量の増 得層は④のパターンへと推移していくようである.ここ

加は (2) ， (3)式より で 1 つ注意しなければならない点は，マルコフモデルに

6TG(t) =C1(t) * 6Gdt) +C2(t) * G2 おいては，ある状態にいる需要家すべてが等しい推移確

=C, (t) (π (t +1) ーπ (t)) * W 率をもっていると考えることである.実際にはその状態

+C2 (t) ・ π0 ・ w (5) に滞在している時間，サンプリングによるひずみなどが

により求まる.π (t) ， lro, W として表 l の数値を用い， あり，かならずしもすべての需要家が同ーの過程で行動

さらにPからπ ( t十 1) を求めると表 3 の数値がえられた. するとはかぎらないて、あろう.この意味からなんらかの

これらの数値を用いて( 5 )式を書きなおすと 修正をして結果をながめる必要があろう.それではこれ

ムTG(t) = 19.23 x C，( t) 十 714x C2(t) (6) らのパターンへどのバターンから推移してくるのが多い

とし、う式がえられる.右辺の第 1 項は既設需要家の所有 のかということを考えてみよう.推移行列Pをみると①
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のパターンへの推移の率がし、ちばん多いのはパターン⑨

で 15.7%の需要家が①に推移してくるわけであるが，こ

の層の需要家は全体に対しての構成率が 7.4%と低いの

でそれほど大きな市場とは考えられない.しかしバター

ン⑨の需要家が他への推移がもっとも多いこと l土äH さ

れ，多くの器種に関して市場となりうることを示してい

る.ここで注目すべきは②から①への推移で、あろう.こ

のパターンは全体の構成率のなかで:'18.4%あり，①への

推移が7.76%ある.この推移がおこるときに購入される

と考える器具は炊飯器あるいはストープと考えられる.

したがって，パターン②の需要家はこの 2 器種に対する

有望な市場と考えられ，営業努力によってガス販売量の

増加が I 件について 256 m3 /年見込まれるであろう. (む

のパターンの需要家は 99.56 %と定着率が非常に高く，

この 9 つの状態のなかの安定状態といえる.④のパター

ンに推移してくるのは，⑤と⑦の需要家の率が高いがこ

れは高所得層需要家の多様化傾向とみるべきであろう.

さらに①から④への推移の率が1. 85%と高い点も着目で

きる.この推移は需要家の所得水準の上井によるものと

忠われ，必需品としてガス器具を購入したのではなく，

生活の快適性，使利性などを重視して大型化傾向へと推

移したのであろう.③の一口コンロだけとしづ需要家に

ついてみると，他パターンへの推移が少なくこれらの需

要家の購買力はこれ以上望めないといえるであろう.

ここでもう l 点いえることは，地域特性を考慮した販

売政策のほうが合理的であろうという点である.いまま

での考察は全体に対しての状態ベクトノレを基本にして議

論をすすめてきたが，実際問題としてはこの状態ベクト

ルは地域により異なっていると考えたほうが妥当であろ

う.たとえば一口コンロだけを所有している需要家の密

集している地域で高級品などの販売努力をしてもそれほ

ど売れるとは考えられず，むしろ小型湯沸器などの販売

を重点的に行ない，③から②への推移確率をあげる努力

をしたほうがより効果的といえるであろう.逆に④，

⑤，⑦などの大型化の需要家の多い地域では，むしろ F

F ストーブなどの高級品の販売に重点をおいて多様化を

推進することも可能であろう.このように所有器兵のパ

ターンから需要家の潜在購買能力のようなものを，地域

的に担握して器具販売計画を立てることが効果的で、ある

と考えられる.

5. 今後の方向性

現在，マーケティングへの適用を目的とした解析方法

は，たとえば普及率，市場占有ネといったような数値を

求めて現状を把握しようとしている.これらは静的な側

面をとらえるものであり，たしかに現状をつかむことは

1976 年 6 月号

可能であろう.しかし現実はもっと動的であり，われわ

れはえられた結果を政策に反映するためには，その動的

側面をとらえる必要がある.そのためには市場のなかに

内在する変動性，あるいはその変動の様造をつかみ，そ

れらの構造をみきわめたうえで，的確な、1~1j断をする必要

があろう.さらに問題をむずかしくしていることは，当

社が器具の販売会社ではなく，ガス事業を営む公益企業

であるという点であろう.われわれには安定供給の義務

がありただ単に器具の販売台数を伸ばし，ガス販売量を

ふやせばよいというものではない.むしろ器具の販売台

数やヵース販売量の予測などからえられた情報と，安定供

給の限界などとてらし合せたなかで、の最適化をはかるこ

とに目的がある.これらのなかの l つの側面として器具

販売とカびス販売量という 2 つをとらえてモデルをつくっ

たわけで、ある.ガス販売量の予測ということについて考

えてみれば，ほかに気温という要因が大きくきいてく

る.さらに( 5 )の予測式についてみると，既設需要家件

数と新設需要家件数の 2 つを説明変数とみて回帰モデル

にあてはめることも可能であろう.しかしこれらのモデ

ルの l つの欠点は，係数の意味がつかみえないことであ

り，具体的な政策に結びつきにくい.この点から，予測

という観点に立てばかなり大きな要因を落したモデルと

いえるが，市場の構造を考えているという点で意味があ

るといえるであろう.

本稿における考察は，販売量の予測にしろ. ~器具の販

売に関するものにしろ，全体の傾向を論ずるためのごく

あらい議論であった.これらの結果をもとに実際の政策

を立てるためには， さらにモテソレを現実に近つ寺ける努力

をする必要がある.たとえばこのモデルのなかでは競合

する製品一一石油ストーフ:電気炊飯器などーーーへの考

察が欠けている.あるいは分類の手法に関する検討やマ

ルコフモデルへの適用の妥当性などの検討も不十分であ

ろう.

地域特性を考慮した解析なども行なえば意味のある結

呆がえられるであろう.これらの改良をくりかえし，出

てきた結果やそのほかの情報をもとにモデルの現実への

適合性を高めていくことが，われわれがこれからやるべ

き課題といえよう.
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